






先天性副腎皮質過形成(CAH)をはじめとした副腎皮質疾患におけるステロイド代謝の詳細

をプロフィールとして把握できる方法の確立を目的とし,従来のイムノアッセイにおける

交差反応の問題を解決するとともに,単一試料中の関連ステロイドを一斉分析すべく,高速

液体クロマトグラフィー(HPLC)とラジオイムノアッセイ(RIA)とを組み合わせた血中ステ

ロイドホルモンの定量分析法について検討を行った。 


